
研究大学コンソーシアム（RUC）山本進一記念賞 公募要領

１．山本進一記念賞の概要 
研究大学コンソーシアム（幹事機関：自然科学研究機構）は、これまでシンポジウムの開

催等を通じて、大学等における研究開発マネジメントの好事例の共有を推進し、大学等の研
究開発力の向上および研究開発マネジメントに係る URA 等の人材育成に取り組んできま
した。しかしながら、こうした取り組みは、関与する URA、技術職員、研究者、事務職員
の学内外における認知および地位向上に十分に結びついていないという課題が認識されて
きました。 
故 山本進一先生は、名古屋大学、岡山大学、豊橋技術科学大学等において研究担当理事

等を歴任し、大学における研究開発マネジメントの体制の強化、ならびに URA をはじめと
する研究開発マネジメント人材の育成と地位向上に先駆的に取り組まれてきました。また、
研究大学コンソーシアム全体会議の初代議長、URA スキル認定機構の初代機構長として、
文部科学省等の中央官庁との対話を通じ、URA 等の制度確立および大学における雇用・地
位向上に向けた各種施策の推進において指導的役割を果たされました。 
本記念賞は、山本進一先生の長年にわたるご功績を顕彰するとともに、研究大学コンソー

シアムのシンポジウム等において共有されてきた各大学等における研究開発マネジメント
の実例を中心に、他大学等にも広く参考となる好事例およびそれを担うチーム（URA や技
術職員、研究者、事務職員等）を表彰するもので、2024 年度から実施しています。各大学
等における優れた取り組みおよびその先導的人材を全国に広く発信し、取り組みを実施し
てきたチームの更なる意欲向上と、社会的な認知度の向上を図ることを目的としています。 

２．山本進一記念賞の表彰について 
大学等における研究開発マネジメントに関する好事例およびそれを担うチーム（URA や

技術職員、研究者、事務職員等）を表彰します。表彰にあたっては、以下の観点を重視しま
す。 
・大学・研究機関における研究開発マネジメント領域において先駆的かつ独自性の高い取り
組みであり、日本の科学技術イノベーションの推進において他大学等の参照に資する事例
であること 
・大学間・分野横断的な連携を推進する取り組み、または新たな発想・手法に基づく取り組
みであること
・当該取り組みの推進を通じ、大学等の研究力強化、ひいては日本全体の研究力強化に資す
るものであること

３. 公募・選考・表彰方法等
研究大学コンソーシアムに設置される表彰委員会での審査・選考を経て、研究大学コンソ



 

ーシアムの運営委員会において受賞者を決定します。 
本賞の運営にかかる事務は、岡山大学および自然科学研究機構が共同で実施します。 

（応募について） 
・応募はチームとして行うこととし、当該チームの好事例について紹介するものとします。
なお、チームメンバーの人数は代表者を含め 1名以上 10 名以内とします。 
（表彰委員会について） 
・表彰委員会は、研究大学コンソーシアム参画大学等に所属するURA をはじめ大学等にお
ける研究開発マネジメントに関して幅広い知見を有している者で構成します。なお、事務局
が必要とする者を加えることができます。 
・山本進一記念賞のほか、表彰委員会の判断により特別賞を設けることを可能とします。受
賞数は、山本進一記念賞および特別賞を合わせて若干件とします。 
（受賞の決定について） 
・表彰委員会での審査・選考を経て、研究大学コンソーシアム運営委員会において受賞者を
決定します。 
（表彰について） 
・受賞チームには表彰盾を授与します。 
・受賞内容は、研究大学コンソーシアムのウェブサイトにて広く公表します。 

 
４. 応募方法  
（１） 応募手順  

１：研究大学コンソーシアムのウェブサイトにて、応募書類をダウンロード 
２：応募書類に必要事項を記入し、締切までに６．の提出先に電子メールで提出 
※郵便での受付は行っておりません。 

・応募書類に不備や規定外の記載がある場合は、審査対象から除外する場合がありま
す。 

・応募期間終了後の書類の差し替えは出来ません。応募する前に十分にご確認くださ
い。 

（２） 応募に必要な要件等 
・代表者は、応募時点で国内の大学等（大学共同利用機関や研究機関等を含む）に所属して
いること 
・大学や研究機関において創出された研究開発マネジメントの好事例であること 
・応募対象となる好事例は、活動終了後 4年以内であること、または活動継続中であり今後
の発展が見込まれるものであること 
・応募にあたり、当該好事例のチームメンバー全員の承諾を得ていること 
・反社会的勢力またはこれに関与する者との関係を有しないこと 
・応募内容が他者の権利または特許等を侵害しておらず、かつ係争中でないこと 



 

（３） その他  
・応募書類に記載された個人情報その他の情報は、応募者の許可なく開示しません。個人情
報の全部または一部の処理等を第三者に委託する場合は、委託先の選定に配慮するとと
もに、適正な管理を行うために必要な監督を行います。 

・応募内容に記載の虚偽が明らかになった場合、当該応募は無効となります。 
・応募書類は、表彰委員会、研究大学コンソーシアム運営委員会および事務局において共有
します。 

・事務局からの連絡には適切かつ確実にご対応頂きますようお願いします。応答がない場合
または連絡が取れない場合は、審査対象から除外する場合があります。 

 
５. 受賞者の公表及び表彰式  
（１） 選考結果の公表と通知 

選考結果は、応募者に通知するとともに、研究大学コンソーシアムのウェブサイトに
て公表します。 

（２） 表彰式 
2027年 2 月頃実施予定 

（３） 受賞後のご協力等  
表彰に関する広報・PR活動、各種イベント等へのご協力をお願いすることがありま

す。 
 

６. 応募書類提出先・応募方法等に関するお問い合わせ  
岡山大学 
hyosho@okayama-u.ac.jp 
※審査状況や公表前の選考結果に関するお問い合わせ等は、一切お答えできません。 


